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︱
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︶、

シ
レ
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ア
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ン
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︶
︱
︱

経
営
学
部

宮

崎

信

二

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
八
月
二
九
日
か
ら
九
月
五
日
に
、
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
イ
ベ
ル
ク
︵
F
re
ib
e
rg
︶
で
開
催
さ
れ
た
�
産
業
遺
産
保
存
の
た
め
の

国
際
委
員
会
	︵
T
h
e
In
te
rn
a
tio
n
a
l
C
o
m
m
itte
e
fo
r
C
o
n
se
rv
a
-

tio
n
o
f
th
e
In
d
u
stria
l
H
e
rita
g
e
:
T
IC
C
IH
︶
の
第
一
四
回
国
際
会

議
︵
以
下
、
T
IC
C
IH
2009︶
お
よ
び
旧
東
欧
(１
)

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ

共
和
国
で
行
な
わ
れ
た
ポ
ス
ト
・
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー
で
の
産
業
遺
産

の
保
存
と
再
利
活
用
に
つ
い
て
の
印
象
記
で
あ
る
。

一

T
IC
C
IH
2
0
0
9

T
IC
C
IH
2009
は
、�
産
業
遺
産
︱
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
経
済
学
	
を
テ
ー

マ
に
三
八
カ
国
、
世
界
各
地
か
ら
約
三
五
〇
名
が
参
加
し
、
旧
東
ド
イ
ツ

の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
。
共
同
主
催
国
の
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
チ
ェ
コ
共
和
国
を
は
じ
め
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
の
常
連
国
や
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
の
北
欧
諸
国
の
欧
州
勢
の
み
な
ら

ず
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
な
ど
の
旧
ソ
連
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
中
南
米
諸
国
、
さ
ら
に
日
本
を
は
じ

め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
の
ア
ジ
ア
諸
国
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
、
世
界
各
国
か
ら
個
性
豊
か
な
多
数
の
人
々
が
参
し
た
。

T
IC
C
IH
は
、
一
九
七
八
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
設
立
さ
れ
、
現
在
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
六
〇
カ
国
五
〇
〇
名
以
上
の
会
員

を
擁
す
る
�
産
業
遺
産
	
の
保
存
に
関
す
る
唯
一
の
国
際
組
織
で
あ
る
。

こ
こ
で
聞
き
慣
れ
な
い
�
産
業
遺
産
	
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
に
�
過

去
の
産
業
活
動
を
示
す
遺
跡
や
遺
物
	
を
意
味
し
、
建
物
、
機
械
・
道
具
、

装
置
、
工
場
、
炭
鉱
、
倉
庫
・
貯
蔵
庫
、
橋
梁
、
水
門
・
運
河
、
鉄
道
等

な
ど
の
�
産
業
の
発
展
に
伴
う
過
去
の
人
間
の
努
力
︱
︱
個
人
、
企
業
や

行
政
機
関
の
営
み
を
体
現
し
て
い
る
	
も
の
を
さ
す
(２
)

。
そ
の
意
味
で
、
産

業
遺
産
は
、
そ
れ
が
作
ら
れ
た
時
代
の
技
術
の
み
な
ら
ず
社
会
・
地
域
や

文
化
・
人
々
の
生
活
を
、
今
に
伝
え
・
映
し
だ
す
�
物
言
わ
ぬ
証
人
	
で

あ
り
、
重
要
な
産
業
遺
産
は
、
将
来
に
継
承
す
べ
き
文
化
財
と
し
て
の
価

値
を
も
つ
。
特
に
、
二
〇
〇
七
年
に
日
本
の
石
見
銀
山
が
、
ア
ジ
ア
で
初
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め
て
産
業
遺
産
と
し
て
�
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
文
化
遺
産
	
と

認
定
さ
れ
、
U
N
E
S
C
O
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
産
業
遺
産

が
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
、
T
IC
C
IH
は
、
二
〇
〇

〇
年
以
降
世
界
遺
産
へ
の
登
録
へ
の
是
非
を
調
査
・
評
価
し
答
申
す
る
国

際
記
念
物
遺
跡
会
議
︵
IC
O
M
O
S
:
In
te
rn
a
tio
n
a
l
C
o
u
n
c
il
o
n

M
o
n
u
m
e
n
ts
a
n
d
S
ite
s︶
に
お
け
る
産
業
考
古
学
に
関
す
る
専
門
的

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
立
場
に
あ
り
、
世
界
遺
産
登
録
の
正
式
な
諮
問
機
関
と

し
て
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
リ
ス
ト
登
録
に
あ
た
っ
て
の
評
価
を
行
な
う

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
行
政
機
関
か
ら
も
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
T
IC
C
IH
2009
に
は
、
日
本
か
ら
も
研
究
者
だ
け

で
な
く
こ
れ
ま
で
の
旧
富
岡
製
糸
場
の
群
馬
県
富
岡
市
や
新
た
に
佐
渡
金

山
遺
跡
の
新
潟
佐
渡
市
か
ら
も
、
本
当
に
真
面
目
で
熱
心
な
市
職
員
が
参

加
し
て
い
た
。

二

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
：


ザ
ク
セ
ン
の
銀
の
町
�

︵
“th
e
S
ilv
e
r
C
ity
o
f
S
a
x
o
n
y
”︶

三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
T
IC
C
IH
の
国
際
会
議
が
、
な
ぜ
人
口
五

万
人
た
ら
ず
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
る
の
か
？

一
般
に
知
ら
れ
る

ラ
イ
ン
川
上
流
地
域
の
旧
西
ド
イ
ツ
に
位
置
し
人
口
二
一
万
人
の
有
名
な

大
学
町
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
︵
F
re
ib
u
rg
︶
と
は
異
な
り
、*
地
球
の
歩
き
方
+

に
も
載
っ
て
い
な
い
ち
っ
ぽ
け
な
町
で
ど
う
し
て
か
と
疑
問
に
思
っ
て
い

た
が
、学
会
に
参
加
し
て
こ
の
な
ぞ
が
解
け
た
。
こ
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
は
、

地
理
的
に
は
ド
イ
ツ
・
ザ
ク
セ
ン
州
南
部
に
あ
り
州
都
ド
レ
ス
デ
ン
か
ら

西
へ
五
〇

、
工
業
都
市
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
か
ら
東
に
三
〇

に
位
置
し
、

k
m

k
m

エ
ル
ツ
山
地
︵
E
rz
g
e
b
irg
e︶
の
豊
富
な
鉱
物
資
源
を
背
景
に
旧
西
ド
イ

ツ
の
ル
ー
ル
地
域
に
対
比
さ
れ
る
旧
東
ド
イ
ツ
の
工
業
地
帯
ザ
ク
セ
ン
の

な
か
で
も
約
八
四
〇
年
も
の
古
い
歴
史
を
も
つ
世
界
的
な
銀
鉱
山
都
市
で

あ
っ
た
︵
地
図
、
写
真

︶。

1

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
起
源
は
、
一
一
六
八
年
に
、
銀
、
石
炭
、
鉄
、
銅
そ

の
他
の
豊
富
な
鉱
物
資
源
に
恵
ま
れ
た
エ
ル
ツ
山
地
で
、
銀
鉱
脈
が
発
見

さ
れ
採
掘
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
一
世
紀
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝

か
ら
辺
境
伯
を
封
領
さ
れ
た
ヴ
ェ
テ
ィ
ン
家
の
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
マ

イ
セ
ン
辺
境
伯
が
、
一
二
五
五
年
以
後
に
市
議
会
に
銀
山
の
探
索
・
採
掘

権
な
ど
を
許
可
︵
fre
ig
e
b
e
n
,フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
地
名
の
由
来
︶
し
、
こ

れ
に
よ
り
市
議
会
は
銀
採
掘
者
か
ら
収
益
の
一
〇
％
を
徴
集
す
る
な
ど
多

く
の
特
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
三
世
紀
後
半
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
法
の
下
、
一
四
世
紀
初
頭

に
最
初
の
シ
ル
バ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
を
む
か
え
た
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
は
、
銀
採
掘

業
者
・
銀
取
引
商
人
や
鉱
夫
が
住
み
つ
き
、
一
六
世
後
半
に
は
銀
産
出
が

最
盛
期
に
達
し
�
ザ
ク
セ
ン
の
銀
の
町
	
と
し
て
発
展
し
た
。
他
方
、
マ

イ
セ
ン
辺
境
伯
の
ヴ
ェ
テ
ィ
ン
家
は
、
銀
鉱
山
か
ら
の
収
益
に
支
え
ら
れ

勢
力
を
拡
大
し
た
。
同
家
は
、
一
四
二
三
年
に
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
の
地

位
を
獲
得
し
ド
レ
ス
デ
ン
に
居
城
を
移
し
、モ
ー
リ
ッ
ツ
大
公︵
モ
ー
リ
ッ

ツ
は
生
ま
れ
故
郷
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
ド
ー
ム
に
安
置
さ
れ
て
い
る
︶や
、

一
六
九
四
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
を
兼
ね
る
強
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
ウ
グ

ス
ト
一
世
選
帝
公
ま
で
の
一
八
世
紀
中
頃
に
お
け
る
�
ザ
ク
セ
ン
公
国
	

の
繁
栄
時
代
に
は
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
銀
鉱
山
は
首
都
ド
レ
ス
デ
ン
の
華

麗
な
文
化
・
芸
術
の
経
済
的
基
盤
を
な
し
た
の
で
あ
る
(３
)

。

ま
た
、
学
術
的
に
も
、
一
六
世
紀
の
世
界
最
初
の
本
格
的
な
鉱
山
学
術
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地図 フライベルク、ポーランド、チェコ共和国の産業遺産ツアーの見学行程
（ポスト・コングレス・ツアーの行程地図より）。

写真１ .ザクセンの銀の町/フライベルクの全景とライヒ銀鉱山跡（TICCIH 2009、
Programmeより）。



全
集
で
あ
る
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
コ
ラ
︵
G
e
o
rg
iu
s.A
g
rico
la︶
の

*
デ
・
レ
・
メ
タ
リ
カ
+︵
D
e
la
m
e
ta
llic
lib
e
ri︶
の
調
査
地
区
が
フ
ラ

イ
ベ
ル
ク
を
含
む
有
数
の
鉱
山
を
有
す
る
エ
ル
ツ
山
地
で
あ
っ
た
。
こ
の

エ
ル
ツ
山
地
は
、
鉱
石
山
地
︵
O
re
M
o
u
n
ta
in
s︶
と
呼
ば
れ
、
現
在
、

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
行
政
機
関
に
よ
り
、
エ
ル
ツ
山
地
に
お
け
る
炭
鉱
住

宅
・
鉱
石
集
積
場
・
採
掘
場
・
運
河
や
ダ
ム
な
ど
産
業
活
動
の
遺
産
が
ユ

ニ
ー
ク
な
文
化
的
景
観
で
あ
る
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
へ
の
活
動
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
一
七
六
五
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
一
、
二
の
古
さ
を
誇

る
専
門
の
鉱
山
学
校
ベ
ル
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
︵
B
e
rk
a
k
a
d
e
m
ie︶
が
設
立

さ
れ
て
お
り
、鉱
山
学
の
創
始
・
発
展
で
は
伝
統
あ
る
学
術
都
市
で
も
あ
っ

た
。
同
校
は
、
一
九
一
九
年
に
ラ
イ
ヒ
︵
R
e
ich
e
.Z
e
ch
e︶
と
エ
リ
ザ
ベ

ス
︵
A
lte
E
lisa
b
e
th
︶
の
鉱
山
を
保
有
し
、
学
生
用
の
実
践
教
育
と
研
究

を
行
な
っ
た
。
こ
の
ベ
ル
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
、
世
界
か
ら
多
く
の
留
学

生
が
集
ま
っ
た
が
、
日
本
か
ら
も
明
治
維
新
後
に
多
く
の
鉱
山
技
師
・
学

者
が
留
学
し
、
さ
ら
に
北
海
道
炭
鉱
開
発
の
米
国
人

・
ラ
イ
マ
ン
を
始

B

め
秋
田
県
の
鉱
山
や
新
潟
県
の
佐
渡
鉱
山
の
開
発
に
関
わ
っ
た
�
お
雇
い

外
国
人
	
技
師
が
学
ん
だ
大
学
で
あ
り
、
当
時
の
世
界
最
高
の
鉱
山
技
術

を
日
本
に
導
入
・
定
着
さ
せ
日
本
と
も
因
縁
の
深
い
関
係
に
あ
る
。

し
か
し
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
は
、
ザ
ク
セ
ン
の
衰
退
と
伴
に
そ
の
輝
き
を

う
し
な
う
。
ザ
ク
セ
ン
公
国
は
、
一
八
世
紀
中
頃
以
降
に
は
勃
興
し
て
き

た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
両
強
国

間
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
衰
退
し
始
め
、
さ
ら
に
一
九
世
紀
に
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
登
場
で
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
終
焉
す
る
に
伴
い
�
ザ
ク
セ
ン
王
国
	

へ
と
引
き
継
が
れ
る
が
、
一
八
六
六
年
の
北
ド
イ
ツ
連
邦
加
入
で
は
プ
ロ

イ
セ
ン
王
国
に
領
土
の
半
分
を
割
譲
し
、
形
式
上
の
自
立
の
み
残
し
実
質

的
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に
従
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
八
七
一
年
の

�
ド
イ
ツ
帝
国
	
発
足
後
も
形
式
的
に
残
っ
た
ザ
ク
セ
ン
王
国
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
八
年
の
�
ド
イ
ツ
帝
国
	
崩
壊
に
よ
り
消
滅
す

る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
ザ
ク
セ
ン
の
衰
退
と
と
も
に
、
一
八
三
〇
年

代
に
三
度
目
で
最
後
の
活
況
を
む
か
え
た
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
銀
鉱
山
も
、
一

九
世
紀
後
半
か
ら
徐
々
に
操
業
を
停
止
し
た
。
排
水
設
備
の
コ
ス
ト
高
か

ら
生
産
高
は
減
少
し
始
め
、
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。

排
水
設
備
を
備
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
の
減
少
に
歯
止
は
か
か
ら

な
か
っ
た
。
加
え
て
、
一
八
七
一
年
の
�
ド
イ
ツ
帝
国
	
の
金
本
位
制
導

入
に
よ
る
銀
価
格
の
急
激
な
低
下
は
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
銀
鉱
山
を
完
全
に

不
採
算
な
事
業
に
し
た
。
一
八
八
六
年
に
は
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
主
要
な

銀
鉱
山
は
国
有
化
さ
れ
、
一
九
一
三
年
に
は
操
業
を
完
全
に
停
止
し
た
の

で
あ
っ
た
。

一
九
三
三
年
か
ら
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
で
一
つ
の
州
と
な
っ
た
ザ
ク
セ
ン

に
お
い
て
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
は
、
一
九
三
六
年
に
は
銀
の
操
業
を
再
開

し
、
ま
た
戦
後
の
旧
東
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
政
権
下
で
も
鉛
や
亜
鉛
、
銅

な
ど
の
非
鉄
金
属
の
採
掘
を
行
な
っ
た
が
、
一
九
六
九
年
に
は
最
終
的
に

閉
山
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
ベ
ル
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
は
フ
ラ
イ
ベ
ル

ク
工
科
大
学
︵
T
IC
C
IH
2009
の
主
催
大
学
︶
と
な
り
、
現
在
は
、
地
質

学
、
材
料
、
環
境
、
経
済
分
野
を
含
む
工
業
総
合
大
学
と
し
て
銀
・
鉱
山

に
代
わ
り
シ
リ
コ
ン
な
ど
の
研
究
に
よ
り
�
ザ
ク
セ
ン
の
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
	
と
称
さ
れ
、
今
日
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
・
ザ
ク
セ
ン
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
T
IC
C
IH
2009
の
開
催
地
で
あ
る
フ
ラ
イ
ベ

ル
ク
は
、
ザ
ク
セ
ン
の
繁
栄
と
華
麗
な
文
化
・
芸
術
を
支
え
た
歴
史
的
・

世
界
的
な
銀
山
都
市
で
あ
っ
た
。
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三



ザ
ク
セ
ン
の
銀
の
町
�
フ
ラ
イ
ベ
ル
の
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
︵
景
観
︶

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
は
元
城
壁
︵
リ
ン
ク
︶
内
の
旧
市
街
と
外
の
新
市
外
に

別
れ
る
が
、歩
い
て
二
時
間
ぐ
ら
い
で
回
れ
る
リ
ン
ク
内
の
旧
市
街
に
は
、

�
銀
の
町
	
と
し
て
繁
栄
し
た
産
業
的
・
文
化
的
遺
産
が
随
所
に
み
ら
れ

た
。
古
い
城
壁
跡
内
の
リ
ン
ク
の
中
心
に
は
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
創
設
者

的
な
象
徴
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
の
像
を
取
り
囲
む
よ

う
に
一
六
世
紀
の
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
体
現
す
る
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

︵
T
o
w
n
H
a
ll︶
や
商
人
館
︵
写
真

︶
が
建
つ
オ
ー
バ
ー
マ
ル
ク
ト

2

︵
O
b
e
rm
a
k
t︶
広
場
。
一
八
世
紀
初
頭
、
世
界
的
名
匠
と
言
わ
れ
た
オ

ル
ガ
ン
制
作
者
ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
ト
・
ジ
ル
バ
ー
マ
ン
に
よ
る
パ
イ
プ
・
オ

ル
ガ
ン
が
あ
る
マ
リ
ー
エ
ン
大
聖
堂
︵
D
om
S
t
M
arien︶
を
始
め
と
す
る

一
一
～
一
三
世
紀
の
教
会
群
。
中
世
風
の
街
並
み
を
歩
け
ば
、
一
七
九
〇

年
に
建
設
さ
れ
た
世
界
最
古
の
市
営
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
劇
場
や
後
期
ゴ
シ
ッ

ク
様
式
の
建
造
物
を
活
用
し
た
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
市
鉱
山
博
物
館︵
写
真

︶
3

な
ど
、
ま
る
で
中
世
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
風
情
。
し
か
し
、

こ
の
中
世
の
城
壁
都
市
の
景
観
は
、
火
災
で
焼
失
し
た
も
の
も
一
部
あ
る

が
、
そ
の
多
く
は
第
二
次
世
界
大
戦
時
末
期
の
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の

連
合
軍
に
よ
る
ド
レ
ス
デ
ン
へ
の
猛
空
爆
の
並
行
爆
撃
で
破
壊
さ
れ
た
文

化
的
建
造
物
を
、
戦
後
、
丹
念
に
修
復
・
再
建
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
一
九
四
五
年
二
月
に
行
な
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
・
ア

メ
リ
カ
空
軍
に
よ
る
特
別
の
軍
事
施
設
も
な
い
ド
レ
ス
デ
ン
へ
の
空
爆

は
、
有
名
な
フ
ラ
ウ
エ
ン
教
会
や
ド
レ
ス
デ
ン
王
宮
・
ツ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー
宮

殿
や
ゼ
ン
パ
ー
・
オ
パ
ー
︵
ザ
ク
セ
ン
州
立
歌
劇
場
︶︵
写
真

︶
な
ど
の

4
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写真２ フライベルクの中心地のオーバーマルクト広場に建つ市の
創設者的な象徴オットー・フォン・マイセン辺境伯像と後期
ゴシック様式のタウンホール（現在の市役所）
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写真３ フライベルクの街並（左）と後期ゴシック様式の聖職者宿舎（右、現在の鉱山博物
館）

写真４ 再建されたフラウエン教会（左）とゼンパー・オパー（右）



人
類
や
世
界
の
文
化
遺
産
を
一
夜
に
し
て
灰
に
し
ド
レ
ス
デ
ン
の
街
の
八

五
％
を
破
壊
し
た
だ
け
で
な
い
。
に
げ
ま
ど
う
多
数
の
女
性
や
子
供
を
含

む
非
戦
闘
員
の
一
般
市
民
に
対
し
て
焼
夷
爆
撃
や
機
銃
射
撃
な
ど
を
行
な

い
数
万
人
の
人
々
が
犠
牲
と
な
る
と
い
う
、�
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
	
の
国
際

法
に
反
す
る
�
戦
争
犯
罪
	
の
疑
い
の
あ
る
人
類
や
文
明
へ
の
許
さ
れ
ざ

る
無
差
別
爆
撃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ポ
ス
ト
・
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー

の
最
終
日
に
訪
れ
た
ド
レ
ス
デ
ン
で
は
、
こ
な
ご
な
と
な
っ
た
三
六
万
個

余
り
の
建
物
の
破
片
を
、
可
能
な
限
り
元
に
戻
し
て
�
世
界
最
大
の
ジ
グ

ソ
ウ
︱
パ
ズ
ル
	
と
呼
ば
れ
た
フ
ラ
ウ
エ
ン
教
会
を
始
め
、
バ
ロ
ッ
ク
様

式
の
歴
史
的
建
造
物
の
多
く
が
、
長
い
年
月
を
か
け
修
復
・
再
建
さ
れ
、
今

も
そ
の
作
業
が
続
い
て
い
る
。
人
は
な
ぜ
愚
か
な
行
な
い
を
繰
り
返
す
の

か
？

二
度
と
戦
争
の
惨
事
が
お
こ
ら
な
い
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
日

本
な
ら
さ
っ
さ
と
再
開
発
し
新
た
な
建
物
を
建
て
て
し
ま
う
の
に
、
ド
イ

ツ
人
︵
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
︶
の
自
分
た
ち
の
伝
統
︵
歴
史
︶
や

文
化
へ
の
こ
だ
わ
り
は
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
ド
イ
ツ
人
の
文
化
的
遺
産
や
伝
統
︵
郷
土
へ
の
愛
着
？
︶

に
よ
り
再
建
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
は
、�
ザ
ク
セ
ン
の
銀
の
町
	
の
繁
栄

と
中
世
の
雰
囲
気
︵
中
世
都
市
景
観
︶
を
漂
わ
せ
、
一
九
八
九
年
の
民
主

化
以
降
も
、
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
一
六

世
紀
に
築
造
さ
れ
た
フ
ェ
ル
デ
ン
ス
テ
ィ
ン
城
︵
F
re
u
d
e
n
ste
in
C
a
s-

te
l︶
は
、
二
〇
〇
四
年
に
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
市
が
買
い
取
り
修
復
し
て
、
二

〇
〇
八
年
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
石
を
世
界
中
か
ら
収
集
し
た
世
界
最
大
級

の
鉱
石
博
物
館
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、
T
IC
C
IH
2009
で
は
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
の
会
場
と
な
っ
た
。
当
日
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、�
冶
金
と

鉱
山
労
働
者
組
合
	
の
伝
統
的
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
パ
レ
ー
ド
︵
写

― 7 ―

写真５ 改装したフェルデンスティン城（左上、現在の鉱石博物館）前に正装し
た鉱山労働者のパレード（左下）と.冶金と鉱山労働者組合/旗（右）



真

︶
が
主
催
者
や
役
員
の
先
導
役
を
努
め
た
が
、
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
毎

5
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る
�
鉱
山
祭
り
	︵
B
e
rg
stsd
fe
st
;
M
in
in
g
F
e
s-

tiv
a
l︶
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
ま
た
�
鉱
山
祭
り
	
は
何
千
人
も
の

観
光
客
が
訪
れ
る
ザ
ク
セ
ン
の
最
大
級
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
て
い

る
。
当
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
最
後
に
は
、�
冶
金
と
鉱
山
労
働
者
組
合
	

の
歌
が
合
唱
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
敬
意
を
表
し
て
起
立
し
た
が
︵
日
本

で
は
み
ら
れ
な
い
光
景
︶、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
さ
ら
に
は
ザ
ク
セ
ン
の
郷
土

を
八
〇
〇
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
潤
し
、
文
化
や
伝
統
を
支
え
て
き
た
銀

鉱
山
や
誇
り
高
き
鉱
山
労
働
者
へ
の
畏
敬
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
た
。

さ
ら
に
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
で
は
、
銀
鉱
山
が
地
域
社
会
や
文
化
に
深
く

関
わ
る
景
観
︵
ラ
ン
ド
ス
ス
ケ
ー
プ
︶
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
鉱
山
と
エ
リ
ザ

ベ
ス
鉱
山
跡
が
見
学
ツ
ア
ー
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
一
四
世
紀
に
開
発
さ

れ
一
九
一
三
年
閉
山
さ
れ
た
銀
鉱
山
は
、
一
九
一
九
年
か
ら
ベ
ル
ク
ア
カ

デ
ミ
ー
が
実
践
教
育
と
研
究
用
に
保
有
し
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
時
銅
・

亜
鉛
な
ど
を
採
掘
し
た
も
の
の
一
九
六
九
年
に
は
最
終
的
に
閉
山
し
た
。

一
九
九
二
年
に
は
財
団
が
設
立
さ
れ
鉱
山
遺
産
と
し
て
一
般
に
公
開
さ

れ
、
地
下
坑
道
の
見
学
ツ
ア
ー
に
よ
り
児
童
や
学
生
へ
の
炭
鉱
や
地
域
の

教
育
用
、
さ
ら
に
観
光
客
向
け
の
産
業
観
光
に
役
立
て
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
学
会
が
最
終
日
に
催
し
た
ラ
イ
ヒ
鉱
山
で
の
簡
単
な
体
験

ツ
ア
ー
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
鉱
山
の
見
学
会
に
参
加
し
、
一
四
世
紀
か
ら
二
〇

世
紀
ま
で
に
お
け
る
銀
鉱
山
の
歴
史
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

ザ
ク
セ
ン
で
一
四
世
紀
と
最
も
古
く
ま
た
重
要
な
ラ
イ
ヒ
鉱
山
︵
写
真

︶
で
は
、
館
内
の
鉱
石
類
や
野
外
に
は
鉱
石
搬
送
用
の
坑
内
軌
道
機
関

6車
や
鉱
車
、
機
械
類
も
展
示
さ
れ
、
ま
た
地
下
坑
道
の
体
験
ツ
ア
ー
が
用

― 8 ―

写真６ ライヒ銀鉱山の全景（左）と地下坑道（右）



意
さ
れ
て
い
た
。
体
験
コ
ー
ス
は
、
全
体
で
一
四

の
水
平
と
垂
直
の

k
m

坑
道
か
ら
な
り
、
深
さ
は
二
三
〇

に
達
す
る
。
体
験
ツ
ア
ー
は
、
一
六

m

世
紀
の
歴
史
的
な
鉱
山
の
展
示
や
一
九
世
紀
や
二
〇
世
紀
の
坑
道
や
鉱
山

設
備
を
紹
介
す
る
一
般
コ
ー
ス
の
一
時
間
半
や
二
時
間
半
か
ら
、
一
四
世

紀
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
の
鉱
山
の
歴
史
を
体
験
で
き
る
四
時
間
～
六
時
間

に
及
ぶ
見
学
コ
ー
ス
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
特
別
コ
ー
ス
ま

で
あ
る
。
学
会
主
催
の
簡
単
な
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
私
た
ち
は
、
ま

ず
見
学
者
用
作
業
衣
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
懐
中
電
灯
を
も
ち
、
ど

う
み
て
も
古
そ
う
な
リ
フ
ト
に
ガ
タ
ゴ
ト
と
揺
ら
れ
な
が
ら
�
大
丈
夫
か

な
あ
	
と
い
う
気
持
ち
で
地
下
坑
道
に
到
着
。
ガ
イ
ド
に
従
い
、
一
九
世

紀
・
二
〇
世
紀
の
採
掘
坑
跡
や
銀
山
の
採
掘
資
料
の
展
示
を
み
な
が
ら
見

学
す
る
約
三
〇
分
の
駆
け
足
の
体
験
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
石
見

銀
山
な
ど
と
は
違
い
規
模
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
た
。
ま
た
、
個
人
と

し
て
一
般
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
人
の
話
に
よ
る
と
、
お
そ
ら
く
一
四

世
紀
か
ら
の
坑
道
内
に
は
地
下
水
が
流
れ
、
ひ
ん
や
り
し
た
坑
道
の
幅
は

一

位
し
か
な
く
、狭
い
隘
路
や
急
な
階
段
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

m
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
坑
道
に
は
、
お
そ
ら
く
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
と
鉱
人
た

ち
の
生
き
ざ
ま
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
世
紀
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
鉱
山
︵
写
真

︶
で
は
、
再
建
さ
れ
た
建
物

7

に
は
鉱
山
資
料
の
歴
史
的
展
示
だ
け
で
な
く
動
態
保
存
さ
れ
て
い
る
一
八

四
八
年
製
︵
一
九
五
四
年
ま
で
使
用
︶
の
蒸
気
機
関
の
模
擬
実
動
が
な
さ

れ
た
り
遊
戯
室
の
古
い
オ
ル
ガ
ン
を
自
由
に
弾
か
せ
た
り
、
見
学
者
に
対

す
る
日
本
と
は
違
う
姿
勢
を
感
じ
た
。
ま
た
、
付
属
建
物
は
ガ
ー
デ
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
に
活
用
さ
れ
、
学
会
閉
会
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
ド
イ
ツ
人
ら
し
い
緻
密
な
計
画
と
合
理
性
に
も
と
づ
く
学
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写真７ エリザベス鉱山建物（左）内にある動態保存された1848年製造の蒸気機関（右）



会
運
営
と
夕
方
五
時
に
は
ビ
ア
ホ
ー
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
以
外
は
ほ
と
ん
ど

の
店
が
閉
ま
る
と
い
う
中
世
城
砦
都
市
で
の
日
本
と
は
異
質
な
景
観
と
時

間
の
流
れ
に
や
っ
と
馴
染
み
始
め
た
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
を
後
に
、
九
月
六
日

か
ら
九
日
ま
で
学
会
主
催
の
ポ
ス
ト
・
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー
に
旅
立
っ

た
。
今
回
の
ポ
ス
ト
・
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー
は
オ
ド
ラ
︵
O
d
ra︶
川
流

域
に
広
が
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
レ
ジ
ア
︵
S
ile
sia︶
の
諸
都
市
と
チ
ェ
コ

共
和
国
の
モ
ロ
ヴ
ィ
ア
︵
M
o
ra
v
ia
n
︶
州
の
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
︵
O
stra
-

v
a︶
で
行
な
わ
れ
た
が
、
一
八
世
紀
の
工
業
化
か
ら
戦
後
の
社
会
主
義
政

権
下
ま
で
の
旧
東
欧
に
お
け
る
代
表
的
な
鉱
工
業
地
帯
と
こ
れ
ら
産
業
遺

産
を
保
存
し
、�
産
業
観
光
	
に
再
利
活
用
し
よ
う
と
す
る
新
た
な
活
動
を

み
る
こ
と
が
で
き
た
。

四

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
ワ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
産
業
遺
産(４

)

九
月
六
日
︵
日
︶
の
早
朝
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
を
出
発
し
た
バ
ス
は
約
二

時
間
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
へ
。
ツ
ア
ー
企
画
者
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
役
で
も

あ
る
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
工
科
大
学
︵
W
ro
cla
w
U
n
iv
e
rsity
o
f
T
e
ch
n
o
lo
-

g
y
︶
の
P
io
tr
G
e
rb
e
r
教
授
か
ら
、
パ
ス
ポ
ー
ト
と
ビ
ザ
の
用
意
を
し

て
下
さ
い
と
の
指
示
。
も
ち
ろ
ん
ジ
ョ
ー
ク
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
E
U

に
加
盟
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
は
、
国
境
の
旧
検
問
所
跡
︵
写
真

︶
に
パ

8

ト
カ
ー
二
台
が
ひ
ま
そ
う
に
い
る
だ
け
で
、
国
境
審
査
も
な
し
に
あ
っ
け

な
く
通
過
し
た
が
、
こ
れ
が

と
い
う
も
の
か
と
実
感
し
た
。
車
中
で

E
U

は
、
視
察
先
の
詳
細
な
資
料
と
と
も
に
飲
み
物
・
パ
ン
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
等

の
つ
ま
っ
た
�
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
バ
ッ
ク
	
が
配
布
さ
れ
、
な
ん
と
サ
ー
ビ

ス
の
い
い
こ
と
か
と
思
っ
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
は
日
本
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の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
よ
う
な
も
の
は
、
ま
だ
、
な
か
っ
た
。
一
度
立
ち

寄
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
兼
コ
ン
ビ
ニ
風
の
店
で
も
、
ト
イ
レ
の
使
用

を
拒
否
さ
れ
、
野
外
ト
イ
レ
に
行
く
よ
う
言
わ
れ
た
。
し
か
し
掃
除
も
さ

れ
て
お
ら
ず
、
と
て
も
使
え
る
シ
ロ
モ
ノ
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
は
通
貨
統
合
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ユ
ー
ロ
も
使
え
な

か
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
入
っ
た
バ
ス
は
、
遠
く
に
地
平
線
が
み
え
る
平
坦
な
ロ

ワ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
ひ
た
走
っ
た
。
参
加
者
全
員
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
G
e
rb
e
r
教
授
か
ら
戦
乱
と
分
割
に

あ
け
く
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
が
、
教
授
が
し
ば
し
ば
感

慨
深
げ
に
使
わ
れ
た
�
つ
か
の
ま
の
平
和
	︵
sh
o
rt
p
e
a
ce︶
と
い
う
言

葉
が
印
象
的
で
あ
つ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
稀

に
み
る
�
戦
乱
と
分
割
	
そ
し
て
�
悲
劇
	
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

二
つ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
︱
︱
す
な
わ
ち
一
七
九
五
年
以
前
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

と
一
九
一
八
年
以
降
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
︱
︱
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

前
者
は
、
一
〇
〇
〇
年
頃
に
ボ
レ
ス
ワ
フ
一
世
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、

そ
の
後
ド
イ
ツ
人
の
入
植
・
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
進
出
や
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
猛

襲
も
あ
り
分
裂
し
た
が
、
一
四
世
紀
に
は
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
王
朝
の
も
と
再
統

合
さ
れ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
連
合
を
経
て
一
五
七
二
年
か
ら
成
立
し
た

�
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
	。
し
か
し
、
こ
の
国
は
、
一
七
世

紀
か
ら
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
や
王
位
継
承
戦
争
︵
一
七

三
三
～
三
五
年
︶
を
経
て
ロ
シ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
お
よ
び
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
る
三
度
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
︵
一
七
七
二

年
の
第
一
次
、
一
七
九
三
年
の
第
二
次
、
一
七
九
五
年
の
第
三
次
︶
で
事

実
上
消
滅
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
地
図
か
ら
消
え
た
。
以
降
、
ロ
シ
ア
、

プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
る
分
割
統
治
体
制
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

体
制
下
の
�
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
	
や
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
の
三
分
割
国
統
治

下
で
�
ポ
ー
ラ
ン
ド
会
議
王
国
	
が
創
設
さ
れ
た
も
の
の
、
第
一
次
世
界

大
戦
終
了
ま
で
約
一
五
〇
年
間
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

後
者
の
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
り
独
立
し
た

�
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
	
も
以
前
に
も
ま
し
て
残
酷
な
歴
史
が
待
ち
受
け

て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
ソ
連
の
侵
攻
に
よ

り
ま
た
し
て
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
が
な
さ
れ
、
世
界
地
図
か
ら
抹
殺
さ
れ

た
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
主
義
政
権
の
下
で
誕
生
し
た

�
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
	
は
、
ソ
連
の
政
治
力
と
軍
事
力
の
圧
力
で

国
土
を
西
方
に
移
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
九
年
東
欧
革
命
の
中

で
、
選
挙
で
�
連
帯
	
が
圧
勝
し
誕
生
し
た
�
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
	
は

民
営
化
と
市
場
経
済
化
を
進
展
さ
せ
て
、
二
〇
〇
四
年
に

に
加
盟
し

E
U

た
。
ソ
連
の
影
響
下
の
社
会
主
義
体
制
か
ら
転
換
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
激

動
の
歴
史
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
教
授
の
言
葉
に
は
重
み
が
あ
っ
た
。

私
た
ち
の
訪
れ
る
シ
レ
ジ
ア
は
、
オ
ド
ラ
川
流
域
の
肥
沃
な
平
野
で
の

農
業
地
帯
を
有
す
る
ロ
ワ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
と
東
部
の
石
炭
、
亜
鉛
な
ど
の

豊
か
な
鉱
物
資
源
を
有
す
る
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
か
ら
な
る
が
、
こ
の

地
も
数
奇
な
運
命
を
た
ど
る
。
一
〇
世
紀
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
部
で
あ
っ

た
シ
レ
ジ
ア
は
、
そ
の
後
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な

ど
の
争
奪
戦
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
二
世
紀
よ
り
ド
イ
ツ
人
の
入
植
が
進

み
、
ブ
レ
ス
ウ
ラ
︵
現
在
の
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
︶
は
ド
イ
ツ
人
が
建
設
し
た
商

業
都
市
で
あ
り
、
ハ
ン
ザ
同
盟
の
一
員
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
に
は
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
と
な
っ
た
が
、
一
七
四
〇
年
代
に
プ
ロ

イ
セ
ン
王
国
の
�
大
王
	
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
が
侵
攻
し
、
七
年
戦
争
終
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了
の
一
七
六
三
年
に
は
形
式
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
と
し
て
残
っ
た
ク
ラ
フ

ト
を
除
く
大
分
部
の
シ
レ
ジ
ア
は
プ
ロ
イ
セ
ン
領
が
確
定
し
た
。

一
八
三
〇
年
代
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
︵
一
八
七
一
年
以
降
は
ド
イ
ツ

帝
国
︶
の
工
業
化
に
伴
い
、
そ
の
領
有
下
に
あ
っ
た
シ
レ
ジ
ア
で
は
、
一

八
四
〇
年
代
に
は
繊
維
産
業
や
炭
鉱
業
が
急
速
に
発
展
し
有
数
の
工
業
地

帯
と
な
っ
た
。
一
九
一
九
年
ド
イ
ツ
帝
国
崩
壊
に
よ
り
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ

ジ
ア
の
一
部
は
再
建
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
割
譲
さ
れ
た
が
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
が
進
攻
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
は
、
シ
レ
ジ
ア
の
主
要
な
都

市
や
産
業
は
戦
火
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
廃
墟
と
な
っ
た
。
ナ
チ
ス
政
権
下

で
は
親
衛
隊
や
ド
イ
ツ
系
自
衛
団
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
住
民
の
虐
殺
や

追
放
が
行
な
わ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
�
絶
滅
収
容
所
	
と
し
て
有
名

な
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
ク
ラ
ク
フ
か
ら
数
十

キ
ロ
離
れ
た
地
に
設
置
さ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
︵
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
全
ユ
ダ
ヤ

人
三
〇
〇
万
人
の
約
九
割
が
殺
害
さ
れ
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
を
抹
殺
︶
の
み
な

ら
ず
占
領
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
か
ら
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
貨
物
列
車
で

輸
送
し
、
史
上
例
を
み
な
い
大
量
虐
殺
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
バ
ス
は
、
戦
火
と
悲
惨
な
歴
史
な
ど
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
、
の
ど
か
な
ロ
ワ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
農
業
地
帯
を
ひ
た
走
り
、
昼
過

ぎ
最
初
の
訪
問
地
で
あ
る
ミ
ラ
ロ
ヴ
ィ
チ
ェ
︵
M
y
sla
k
o
w
ice︶
の
オ
ル

ゼ
ー
亜
麻
︵
リ
ン
ネ
ル
︶
織
物
工
場
︵
F
la
x
S
p
in
n
in
g
M
ill
“O
rz
e
l”︶

に
到
着
し
た
。

オ
ル
ゼ
ー
︵
O
rz
e
l︶
社
の
亜
麻
織
物
工
場
は
、
一
八
四
〇
年
代
初
頭
に

シ
レ
ジ
ア
で
初
め
て
建
設
さ
れ
た
機
械
制
工
場
で
あ
り
、
一
七
〇
年
余
り

の
年
月
を
経
た
現
在
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
姿
を
ほ
ぼ
完
全
に
と
ど
め
て
い

る
工
場
建
築
物
で
あ
る
︵
写
真

︶。
一
九
世
紀
初
頭
に
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら

9

の
機
械
制
の
亜
麻
布
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
シ
レ
ジ
ア
で
は
、
従
来
の
手

工
業
に
よ
る
国
内
製
品
の
需
要
を
減
少
さ
せ
手
工
業
シ
ス
テ
ム
を
崩
壊
さ

せ
た
。
一
八
四
〇
代
初
頭
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
の
勅
命
で
設
立
さ
れ
た
王
立

貿
易
商
務
協
会
の
直
接
監
督
の
下
で
、
一
八
三
九
年
に
機
械
制
紡
績
工
場

の
建
設
が
決
定
さ
れ
、
王
の
助
言
者
ハ
ー
マ
ン
や
ブ
ロ
ツ
ワ
フ
の
産
業
家

の
ル
フ
ー
︵
R
u
ffe
r︶
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ

ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
で
最
良
の
紡
績
工
場
で
仕
事
・
研
究
を
行
な
っ
て
い

た
工
場
技
術
者
カ
セ
ロ
ワ
ス
キ
ー
︵
K
a
se
lo
w
sk
y
︶
の
指
揮
に
よ
り
工

場
建
設
が
始
ま
り
四
三
年
に
完
成
し
た
。
同
工
場
は
一
八
四
四
年
か
ら
機

械
制
生
産
を
開
始
し
、
一
九
八
九
年
ま
で
稼
働
し
た
の
で
あ
っ
た
。

シ
レ
ジ
ア
の
機
械
制
工
場
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
同
工
場
の
外
観
は
、

ほ
ぼ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
姿
を
と
ど
め
る
だ
け
で
な
く
、
内
部
の
骨
組
み
も
二

本
の
柱
に
支
え
ら
れ
た
大
梁
か
ら
な
る
と
い
う
一
八
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ

ス
建
築
技
術
の
様
式
が
み
ら
れ
も
の
で
あ
り
、
シ
レ
ジ
ア
地
方
で
の
工
業

化
と
建
築
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
を
示
す
も
の
と
し
て
、
歴
史
的
・

文
化
的
に
意
義
あ
る
産
業
遺
産
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
工

場
敷
地
内
に
は
、
一
九
世
紀
末
に
蒸
気
機
関
に
入
れ
代
わ
る
ま
で
動
力
と

し
て
利
用
さ
れ
た
水
車
へ
の
水
路
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
雰
囲
気
を
漂

わ
せ
て
い
た
。
同
工
場
は
、
ド
イ
ツ
の
も
と
で
両
大
戦
の
時
期
に
は
軍
事

用
に
転
用
さ
れ
、
ま
た
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
社
会
主
義
政
権
の
管
理

下
に
お
か
れ
、
国
営
工
場
と
し
て
、
一
九
六
六
年
に
は
従
業
員
二
六
八
〇

名
を
数
え
、
製
品
の
八
〇
％
を
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
等
に
輸
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
民
主
化
後
の
一
九
九
五
年
に
は

民
営
化
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
は
株
式
発
行
も
な
さ
れ
た
。
現
在
も
稼
働

し
て
い
る
同
敷
地
内
の
工
場
の
一
部
を
見
学
し
た
が
、機
械
設
備
も
古
く
、
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人
影
も
ま
ば
ら
で
従
業
員
も
数
十
名
か
ら
多
く
て
も
百
名
程
度
に
思
わ
れ

た
。
帰
り
道
に
展
示
場
兼
み
や
げ
物
屋
風
の
同
社
の
小
さ
な
店
が
あ
っ
た

が
、
な
ん
と
な
く
寂
れ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。
オ
ル
ゼ
ー
亜
麻
織
物
工
場
建

築
物
は
、
か
つ
て
の
ロ
ワ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
に
お
け
る
繊
維
産
業
で
の
産
業

革
命
を
担
っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
姿
を
残
す
も
の
で
あ
り
、
一
七
〇

年
余
り
の
戦
火
と
激
動
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
工
場
建
築
物
の
産
業
遺

産
と
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
だ
け
で
あ
っ
た
。

ヤ
ポ
ジ
ナ
・
シ
ロ
ン
ス
カ
︵
Ja
w
o
rz
y
n
S
la
q
a
sk
︶
の
シ
レ
ジ
ア
産

業
・
鉄
道
博
物
館
︵
M
u
se
u
m
o
f
In
d
u
stry
a
n
d
R
a
ilw
a
y
in
S
ile
sia︶

で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
産
業
遺
産
活
用
の
新
た
な
取
り
組
み
を
み
る
こ

と
が
で
き
た
。
同
博
物
館
は
、
シ
レ
ジ
ア
の
産
業
遺
産
の
保
存
を
目
的
に

二
〇
世
紀
初
頭
の
操
車
場
・
転
車
台
や
機
関
車
車
庫
・
エ
ン
ジ
ン
工
場
跡
を

再
利
活
用
し
て
二
〇
〇
四
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
︵
写
真

︶。

10

プ
ロ
イ
セ
ン
領
有
下
で
一
八
四
〇
年
代
か
ら
産
業
革
命
が
進
展
し
た
シ

レ
ジ
ア
で
は
、
鉄
道
建
設
も
進
め
ら
れ
た
。
一
八
四
三
年
に
フ
ラ
イ
ベ
ル

ク
と
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
︵
W
ro
cla
w
︶
間
の
民
間
で
の
鉄
道
建
設
が
決
定
さ
れ

建
設
が
進
め
ら
れ
、
一
八
四
四
年
に
は
ヤ
ポ
ジ
ナ
・
シ
ロ
ン
ス
カ
に
ロ

ワ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
で
最
初
の
操
車
場
が
作
ら
れ
た
。
一
八
九
〇
年
代
に
は

同
鉄
道
は
国
有
化
さ
れ
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
同
操
車
場
に
は
扇
形
の
機

関
車
車
庫
や
他
の
諸
施
設
が
拡
張
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
〇
年
代
に

は
電
化
に
伴
い
電
気
機
関
車
用
の
車
庫
が
建
設
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
代
に

は
付
随
的
な
機
関
車
工
場
が
追
加
さ
れ
た
も
の
の
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
社
会
主
義
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
操
車
場
に
は
大
き
な
変
化
は
な
く

一
九
九
〇
年
代
ま
で
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

シ
レ
ジ
ア
産
業
・
鉄
道
博
物
館
は
、
一
九
〇
七
年
に
建
設
さ
れ
た
扇
形
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の
レ
ン
ガ
造
り
に
よ
る
機
関
車
工
場
の
建
築
物
・
転
車
台
や
車
庫
等
の
諸

施
設
を
保
存
し
、
再
利
活
用
す
る
と
と
も
に
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
七

〇
年
代
ま
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
等
か
ら

集
め
た
五
〇
車
両
余
り
の
蒸
気
機
関
車
や
多
数
の
客
車
・
貨
車
を
展
示
し

て
い
る
。
し
か
も
、
動
態
保
存
さ
れ
見
学
者
向
け
に
蒸
気
機
関
車
や
気
動

車
を
使
っ
て
車
庫
か
ら
転
車
台
を
経
由
し
数
一
〇
〇

の
実
際
の
運
行
が

m

な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
工
場
跡
を
再
利
用
し
た
館
内
に
は
、
シ
レ
ジ

ア
か
ら
収
集
さ
れ
た
農
業
機
械
や
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
通
信
機
器
、

タ
イ
プ
・
コ
ン
ピ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、
な
ぜ
か
、
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー

レ
ー
・
ダ
ビ
ッ
ト
ソ
ン
が
展
示
さ
れ
、
ま
た
、
子
供
や
若
者
向
け
に
玩
具

博
物
館
が
開
設
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
様
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
歴
史
的
な
関
わ
り
も
不
明
で
説
明
も
な
く
展
示
さ
れ
、
博
物

館
そ
の
も
の
は
、
全
体
と
し
て
、
ま
だ
整
備
中
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

し
か
し
、
ラ
ン
チ
を
兼
ね
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
同
博
物
館

が
見
学
者
や
子
供
た
ち
に
産
業
や
技
術
の
歴
史
的
意
義
を
解
説
す
る
だ
け

で
な
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
地
域

住
民
や
観
光
客
、
特
に
子
供
た
ち
を
積
極
的
に
呼
び
込
み
来
客
数
を
増
加

さ
せ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
博
物
館
の
教
育
活
動
や
地

域
社
会
で
の
在
り
方
を
示
す
一
つ
の
試
み
の
よ
う
に
思
え
た
。
同
博
物
館

は
、
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
〇
八
年
、

委
員
会
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

E
U

産
業
遺
産
の
保
存
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

資
金
に
よ
る

E
U

“C
O
S
IS
T
”
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

夕
方
、
ロ
ワ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
中
心
地
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
の
都

市
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
︵
W
ro
cla
w
、
人
口
約
六
〇
万
︶
に
到
着
し
、
一
九
世
紀

― 14 ―

写真10 シレジア産業・鉄道博物館の入り口（左上）と転車台の機関車（左下）車庫
跡を利用した館内の展示と全景写真をバックにしたステージ（右の上下）



後
半
に
建
設
さ
れ
た
水
道
施
設
の
ナ
・
グ
ロ
ブ
リ
給
水
塔
︵
N
a
G
ro
b
li

W
a
te
r
T
o
w
e
r︶
を
見
学
し
た
。
こ
の
給
水
塔
は
、
一
八
六
九
～
七
一
年

に
ベ
ル
リ
ン
か
ら
来
た
イ
ギ
リ
ス
人
技
術
者
に
よ
り
オ
ド
ラ
川
か
ら
導
水

し
当
時
の
二
〇
万
人
市
民
に
水
を
供
給
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
。
特

に
、
給
水
塔
に
は
、
古
い
ク
レ
ー
ン
、
ユ
ニ
ー
ク
な
給
水
タ
ン
ク
や
ボ
イ

ラ
︵
一
九
四
五
年
ま
で
使
用
︶
が
残
さ
れ
、
給
水
技
術
と
し
て
蒸
気
機
関

を
用
い
た
歴
史
的
な
発
展
を
示
す
世
界
的
に
も
貴
重
な
建
築
物
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
給
水
塔
に
は
み
え
な
い
華
麗
な
外
観

や
人
数
制
限
で
恐
る
恐
る
登
っ
た
美
し
い
ら
せ
ん
階
段
や
装
飾
さ
れ
た
柱

な
ど
︵
写
真

︶、
一
九
世
紀
の
建
築
物
へ
の
こ
だ
わ
り
も
さ
る
こ
と
な
が

11

ら
、
こ
の
給
水
塔
や
先
の
操
車
場
施
設
と
い
い
社
会
主
義
体
制
の
下
で
、

あ
ま
り
技
術
や
設
備
の
更
新
が
行
な
わ
れ
な
く
維
持
・
使
用
さ
れ
た
こ
と

が
皮
肉
に
も
産
業
遺
産
と
し
て
は
幸
い
し
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

中
世
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
古
都
と
し
一
〇
〇
〇
年
の
歴
史
を
も
つ

ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
は
、一
七
世
紀
か
ら
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
、

プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
︵
ド
イ
ツ
帝
国
︶
領
と
変
遷
す
る
な
か
で
一
六
世
紀
の

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
、
一
七
世
紀
の
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
影
響

を
受
け
た
建
築
物
が
多
く
建
設
さ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
軍
と
旧
ソ
連
軍
と
の
戦
闘
に
よ
っ
て
建
物
の
七
〇
％
以
上
が

破
壊
さ
れ
た
。
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
以
降
に
旧
市
街
の
建
築
物
や
多
く

の
教
会
が
再
建
さ
れ
元
の
姿
に
復
元
さ
れ
た
。
夕
食
後
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
市
庁
舎
、
金
融
家
・
商
人
館
・
ア
パ
ー
ト
や
教
会
の
あ
る
旧
市
街

広
場
R
y
n
e
S
q
u
a
re︵
写
真

︶
を
散
策
し
た
が
、
多
く
の
観
光
客
を
集

12

め
る
こ
れ
ら
旧
市
街
の
多
く
は
一
三
世
紀
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
言

わ
ば
一
七
九
五
年
以
前
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
回
帰
で
も
あ
る
。
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五

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
産
業
遺
産

九
月
七
日
︵
月
︶
朝
、
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
へ
の
出
発
の
前
に
ヴ
ロ

ツ
ワ
フ
の
世
界
遺
産
で
あ
る
美
し
い
ド
ー
ム
型
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
ホ
ー

ル
︵
C
e
n
te
n
a
ry
H
a
ll︶
を
見
学
し
た
。
同
ホ
ー
ル
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王

国
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
に
よ
る
対
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
勝
の
一
〇
〇
年
を
記

念
し
、
有
名
な
建
築
家
M
a
x
B
e
rg
a
が
デ
ザ
イ
ン
・
建
設
し
、
一
九
一

三
年
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
さ
四
二

・
直
径
六
九

の
ド
ー
ム

m

m

の
建
築
と
し
て
は
当
時
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
初
期
の
現
代
主

義
建
築
の
特
徴
を
も
ち
、
奇
跡
的
に
戦
火
を
免
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︵
写

真

︶。

13第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
主
義
政
権
下
で
は
、
市
民

ホ
ー
ル
︵
P
e
o
p
le
’s
H
a
ll︶
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ボ
ク

シ
ン
グ
等
の
競
技
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
当
日
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
選
手
権
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
係
員
か
ら
頑
に
入
館
を
拒
絶
さ
れ

た
も
の
の
、
ホ
ー
ル
関
係
の
市
当
局
の
女
性
上
司
ら
し
き
人
が
、�
い
い
の

よ
	
と
い
う
一
言
︵
も
ち
ろ
ん
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
な
ど
は
判
ら
な
い
が
、
多

分
そ
う
言
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︶
で
、
今
度
は
い
と
も
簡
単
に
入
館
を

許
可
さ
れ
た
。
上
司
に
弱
い
の
は
、
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
で
あ
る
。
ホ
ー

ル
の
玄
関
と
い
い
内
部
の
美
し
い
ア
ー
チ
と
い
い
そ
の
重
厚
な
建
築
様
式

か
ら
、
ド
イ
ツ
帝
国
領
で
あ
っ
た
当
時
を
彷
彿
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

古
都
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
を
後
に
、
石
炭
・
鉄
・
亜
鉛
な
ど
の
鉱
物
資
源
を
基

盤
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
・
ド
イ
ツ
帝
国
時
代
や
そ
の
後
の
社
会
主
義
政
権

下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
有
数
の
鉱
工
業
地
帯
で
あ
っ
た
ア
ッ

パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
に
む
か
っ
た
。
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ま
ず
、
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
か
つ
て
の
首
都
で
あ
っ
た
オ
ポ
ー
レ

︵
O
p
o
le︶
市
近
郊
の
オ
ジ
メ
キ
︵
O
z
im
e
k
︶
で
、
一
八
二
七
年
に
建
設

さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
現
存
す
る
最
古
の
鋳
鉄
製
つ
り
橋
︵
有
名
な

英
国
の
鉄
製
の
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
橋
は
、
一
七
七
九
年
に
世
界
最
初
に

建
設
さ
れ
た
︶
を
見
学
し
た
︵
写
真

︶。
こ
の
鋳
鉄
製
つ
り
橋
は
、
一
七

14

五
三
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
翌
五

四
年
に
操
業
を
始
め
た
シ
レ
ジ
ア
最
初
の
マ
ラ
パ
ァ
ニ
ュ
︵
M
a
la
-

p
a
n
e
w
︶
製
鉄
所
が
、
マ
ラ
パ
ァ
ニ
ュ
︵
M
a
la
P
a
n
e
w
︶
川
に
か
け
る
鉄

橋
と
し
て
製
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
シ
レ
ジ
ア
へ
の
産
業
革
命
の
伝
播
を

今
に
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
マ
ラ
パ
ァ
ニ
ュ
製
鉄
所
は
、
二
五
〇

年
の
歴
史
を
経
た
今
日
で
も
︵
二
〇
〇
一
年
以
降
は

“H
u
ta
M
a
la
-

p
a
n
e
w
”
社
と
し
て
︶
鋳
造
の
製
鉄
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
工
場
を

見
学
し
た
印
象
と
し
て
は
、
日
本
の
中
規
模
程
度
の
製
鉄
所
で
あ
り
、
設

備
も
古
く
社
会
主
義
政
権
下
で
は
設
備
投
資
や
技
術
革
新
が
余
り
進
ん
で

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
想
を
も
っ
た
。

午
後
、
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
有
数
の
鉱
工
業
都
市
で
あ
っ
た
ザ
ブ

ジ
ェ
︵
Z
e
b
ra︶
に
到
着
し
た
が
、
こ
こ
で
、
私
た
ち
は
衰
退
し
た
炭
鉱
遺

産
を
市
の
行
政
機
関
と
一
体
と
な
り
保
存
し
�
産
業
観
光
	
に
再
利
活
用

す
る
試
み
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
︵
T
a
r
n
o
w
s
k
ie︶
を
頂
点
に
カ
ル
パ
テ
ィ
ア

︵
C
a
rp
a
th
ia
n
︶
山
脈
を
底
辺
と
す
る
三
角
地
帯
で
あ
る
ア
ッ
パ
ー
・
シ

レ
ジ
ア
で
の
石
炭
の
採
掘
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
の

一
七
世
紀
の
中
頃
か
ら
始
ま
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
︵
後
に
ド
イ
ツ
帝
国
︶

領
に
移
っ
た
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
は
産
出
高
は
急
速
に
増
加
し

た
。
特
に
、中
世
か
ら
ド
イ
ツ
人
の
移
住
化
が
進
ん
だ
ザ
ブ
ジ
ェ
は
、ア
ッ
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パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
鉱
物
資
源
を
基
盤
に
石
炭
業
に
よ
る
鉱
工
業
都
市
と

し
て
発
展
し
た
。
な
か
で
も
、
一
七
九
一
年
に
設
立
さ
れ
た
ザ
ブ
ジ
ェ
の

ク
ィ
ー
ン
・
ル
イ
ー
ゼ
︵
Q
u
e
e
n
L
u
iz
a︶
鉱
山
と
ホ
ジ
ュ
ー
フ

︵
C
h
o
rz
o
w
︶
の
キ
ン
グ
︵
K
in
g
︶
鉱
山
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
最
初
の
国

営
鉱
山
と
し
て
最
も
重
要
な
鉱
山
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
鉱
山
は
、
プ
ロ
イ

セ
ン
鉱
山
局
の
指
導
下
で
プ
ロ
イ
セ
ン
の
鉱
山
技
術
を
駆
使
し
た
設
備
が

完
備
さ
れ
た
。
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
ア
ッ
パ
ー
・
シ

レ
ジ
ア
で
は
、
一
七
八
七
年
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
蒸
気
機
関
が
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
次
い
で
大
規
模
に
普
及
し
、
民
間
鉱
山
に
も
拡
大
し
た
。

ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
で
の
製
鉄
・
鉄
鋼
業
・
亜
鉛
精
錬
業
の
発
展
お

よ
び
一
八
四
〇
年
代
か
ら
の
鉄
道
の
普
及
に
よ
り
、
石
炭
の
需
要
は
急
速

に
拡
大
し
、
石
炭
の
産
出
高
は
一
八
〇
〇
年
四
万
一
〇
〇
〇
ト
ン
か
ら
一

八
五
〇
年
九
七
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
、
一
八
七
〇
年
五
八
〇
万
ト
ン
へ
と
増

加
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
の
普
及
と
製
鉄
業
の
発
展
は
大
量
の
コ
ー
ク
ス
を

使
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
ザ
ブ
ジ
ェ
の
ク
ィ
ー
ン
・
ル
イ
ー
ゼ
鉱
山
を
始

め
コ
ー
ク
ス
の
生
産
を
拡
大
し
、
一
八
七
三
年
に
は
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ

ア
の
一
〇
コ
ー
ク
ス
炉
の
う
ち
七
つ
が
ザ
ブ
ジ
ェ
に
あ
り
、
コ
ー
ク
ス
産

業
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア

の
粗
鋼
生
産
も
、
一
八
五
〇
年
六
万
ト
ン
か
ら
一
八
七
三
年
三
〇
万
八
〇

〇
〇
ト
ン
、
一
九
〇
〇
年
七
四
万
八
〇
〇
〇
ト
ン
に
増
加
し
た
が
、
ア
ッ

パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
で
の
石
炭
鉱
床
が
枯
渇
し
始
め
た
た
め
に
、
製
鉄
所
は

石
炭
の
輸
入
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ザ
ブ
ジ
ェ
を
中
心
と
す
る
ア
ッ

パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
に
お
け
る
石
炭
の
産
出
高
は
約
三
七
〇
〇
万
ト
ン
、
鉱

山
労
働
者
は
一
二
万
三
千
人
と
な
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
ア
ッ

パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
は
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
分
割
さ
れ
た
が
、
一
九
二
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四
年
に
は
全
体
で
三
六
〇
〇
万
ト
ン
の
石
炭
を
産
出
し
た
。
ド
イ
ツ
領
に

と
ど
ま
っ
た
ザ
ブ
ジ
ェ
は
、
一
九
一
五
年
に
ド
イ
ツ
の
将
軍
の
名
を
と
っ

て
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
と
市
名
も
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
主
義
体
制
の
下
で
は
、
石
炭
産
業
は
国
有

化
さ
れ
中
央
計
画
と
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
重
要
産
業
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
化
石
燃
料
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
九
八
％
を
供
給

し
、
同
国
の
重
要
な
輸
出
品
と
な
っ
た
。
戦
後
の
急
速
な
開
発
と
新
し
い

生
産
設
備
の
導
入
と
近
代
化
に
よ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
全
体
の
石
炭
の
産
出

高
は
一
九
五
〇
年
七
八
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
一
九
八
八
年
一
億
九
三
〇
〇
万

ト
ン
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
九
年
の
民
主
化
以
降
に
お
け

る
自
由
経
済
の
下
で
、
炭
鉱
企
業
は
再
編
成
さ
れ
、
不
採
算
企
業
は
清
算

さ
れ
、
今
日
で
は
五
〇
炭
鉱
が
年
間
九
七
〇
〇
万
ト
ン
を
生
産
す
る
だ
け

と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
主
義
政
権
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

は
、
多
く
の
ド
イ
ツ
系
住
民
が
強
制
的
に
追
放
・
移
住
さ
せ
ら
れ
名
前
も

ザ
ブ
ジ
ェ
に
復
帰
し
た
同
市
は
、
石
炭
、
鉄
、
亜
鉛
、
鉛
な
ど
の
鉱
物
資

源
を
基
盤
に
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
鉱
工
業
の
中
核
都
市
の
一
角
を
な

し
た
。
し
か
し
、
一
九
八
九
年
の
民
主
化
以
降
は
、
不
採
算
の
鉄
鋼
プ
ラ

ン
ト
は
閉
鎖
・
民
営
化
さ
れ
、
コ
ー
ク
ス
プ
ラ
ン
ト
も
最
も
近
代
的
な
ザ

ブ
ジ
ェ
の
一
プ
ラ
ン
ト
の
み
が
操
業
し
て
い
る
。
石
炭
の
世
界
的
な
供
給

は
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
と
移
り
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ

ジ
ア
に
八
〇
近
く
あ
っ
た
炭
鉱
は
、
資
源
の
枯
渇
や
不
採
算
性
に
よ
り
閉

山
さ
れ
二
〇
近
く
に
減
少
し
た
。
こ
う
し
た
鉱
工
業
の
停
滞
と
共
に
ザ
ブ

ジ
ェ
の
人
口
も
、
一
九
七
六
年
の
二
〇
万
四
千
人
を
ピ
ー
ク
に
一
九
八
二

年
に
一
九
万
五
千
人
、
二
〇
〇
五
年
一
八
万
五
千
人
へ
と
減
少
し
、
人
口

流
出
と
失
業
者
の
増
加
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
八
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
中
頃
ま
で
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
・
ド
イ
ツ

帝
国
領
下
で
、豊
富
な
鉱
山
資
源
に
支
え
ら
れ
鉱
業
都
市
と
し
て
発
展
し
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
主
義
政
権
下
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
中
核
的
な

鉱
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
ザ
ブ
ジ
ェ
は
、一
九
八
九
年
民
主
化
以
降
、

化
学
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ
の
産
業
転
換
を
図
る
と
共
に
炭
鉱
遺
産
を

同
市
の
歴
史
や
文
化
に
密
接
に
関
係
す
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
︵
景
観
︶
に

位
置
づ
け
、�
産
業
観
光
	
都
市
へ
の
模
索
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
が
訪
問
し
た
歴
史
的
炭
鉱
�
ガ
イ
ド
	︵
G
u
id
o
;
H
isto
ric
a
l

C
o
a
l
“M
in
e
”︶
や
鉱
山
業
遺
産
公
園
�
ク
ィ
ー
ン
・
ル
イ
ー
ゼ
	︵
“Q
u
e
e
n

L
u
iz
a
”
;
M
in
in
g
H
e
rita
g
e
P
a
rk
︶
は
、
一
八
・
九
世
紀
に
開
発
さ
れ

二
〇
世
紀
後
半
に
閉
山
し
た
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
に
お
け
る
炭
鉱
遺
産

を
保
存
し
�
産
業
観
光
	
に
再
利
活
用
し
た
代
表
的
事
例
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
炭
鉱
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン

ド
等
で
多
く
の
鉱
山
や
工
場
を
所
有
し
、
ザ
ブ
ジ
ェ
以
外
に
も
ベ
ル
リ
ン

や
パ
リ
等
で
邸
宅
を
も
っ
た
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
富
裕
家
の
一
人
で

あ
っ
た
D
o
n
n
e
rsm
a
rck
一
族
︵
鉱
山
名
G
u
id
o
は
一
族
の
公
爵
の
名

前
︶
に
よ
っ
て
、
一
八
五
五
年
に
開
発
さ
れ
一
八
六
〇
年
に
操
業
を
始
め

た
も
の
で
あ
る
。
同
炭
鉱
は
、
一
八
八
五
年
に
は
年
産
最
高
約
三
一
・
三

万
ト
ン
に
達
し
た
が
、
一
八
八
七
年
に
は
収
益
性
の
低
さ
か
ら
プ
ロ
イ
セ

ン
に
売
却
さ
れ
た
。
国
営
と
な
っ
た
ガ
イ
ド
炭
鉱
は
、
一
九
〇
一
年
に
は

一
七
〇

と
三
二
〇

レ
ベ
ル
の
坑
道
で
操
業
し
、
一
九
〇
四
年
に
は
マ

m

m

コ
シ
ョ
ビ
︵
“M
a
k
o
sz
o
w
y
”︶
の
炭
鉱
と
坑
道
で
結
ば
れ
た
。
ガ
イ
ド
炭

鉱
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
シ
レ
ジ
ア
で
最
初
の
鉄
製
の
坑
内
内
梁
を
備

え
、
近
代
的
な
巻
き
上
げ
機
や
蒸
気
機
関
を
地
下
の
搬
送
用
に
導
入
し
設

備
の
近
代
化
を
進
め
た
が
、
一
九
二
八
年
に
石
炭
鉱
床
の
枯
渇
の
た
め
に
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開
発
を
終
え
た
。
第
二
次
大
戦
争
終
了
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
主
義
政

権
下
で
、
ガ
イ
ド
炭
鉱
は
マ
コ
シ
ョ
ビ
炭
鉱
の
一
部
と
な
り
、
一
九
六
七

年
以
降
は
実
験
的
鉱
山
“M
-300”
に
移
さ
れ
鉱
山
の
科
学
的
研
究
と
産

出
の
一
部
を
担
っ
た
。
一
九
八
二
年
に
は
炭
鉱
跡
に
ザ
ブ
ジ
ェ
炭
鉱
博
物

館
︵
C
o
a
l
M
in
in
g
M
u
se
u
m
︶
の
分
室
が
オ
ー
プ
ン
し
、
一
九
八
七
年

に
は
堅
坑
櫓
や
機
械
の
文
化
的
・
歴
史
的
価
値
が
評
価
さ
れ
、
市
の
遺
産

リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
G
lw
ice
C
o
a
ls
社
が
堅
坑

を
埋
め
立
て
地
下
坑
道
の
解
体
を
決
定
し
た
が
、
多
く
の
機
関
と
人
々
の

努
力
に
よ
り
建
造
物
は
最
終
的
に
は
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
二
〇
〇
七
年
に
地
上
部
分
の
み
な
ら
ず
地
下
坑
道
の
見
学
ツ
ア
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
地
下
坑
道
の
見
学
コ
ー
ス
は
八
〇

、
一
七
〇

m

、
三
二
〇

の
三
レ
ベ
ル
で
合
計
五
一
九
一

も
あ
り
、
一
九
世
紀
か

m

m

m

ら
二
〇
世
紀
の
炭
鉱
に
関
わ
る
設
備
や
機
械
等
を
保
存
・
展
示
し
、
歴
史

的
・
文
化
的
な
価
値
を
有
す
る
産
業
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
一
八
九
〇
年
代
に
建
設
さ
れ
一
九
三
一
年
鋼
鉄
製
に
建
て
替

え
ら
れ
二
六

の
美
し
い
堅
坑
櫓
“K
o
le
jo
w
y
”
、
一
九
二
七
年
か
ら
の

m

リ
フ
ト
や
一
九
三
四
年
の
ロ
ー
プ
滑
車
が
あ
る
機
械
室
な
ど
の
ガ
イ
ド
博

物
館
の
地
上
部
を
見
学
し
た
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
、
正
装
の
坑
夫
服

を
着
た
案
内
人
に
誘
導
さ
れ
堅
坑
櫓
の
リ
フ
ト
に
乗
り
、
L
e
v
e
l
170
m

と
L
e
v
e
l
320
m
の
見
学
コ
ー
ス
へ
と
む
か
っ
た
︵
写
真

︶。

15

L
e
v
e
l
170
m
の
坑
道
は
、
四
〇
〇

の
長
さ
が
あ
り
、
一
八
八
〇
年

m

代
か
ら
の
炭
鉱
の
様
子
を
駆
け
足
で
見
学
し
た
︵
通
常
の
見
学
時
間
は
一

時
間
半
︶。
一
八
八
〇
年
代
か
ら
の
地
下
坑
道
は
、
近
代
的
な
設
備
が
加

え
ら
れ
て
お
ら
ず
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
姿
を
残
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

炭
鉱
機
械
・
道
具
や
作
業
服
が
多
数
展
示
さ
れ
る
と
と
も
に
地
下
坑
内
の
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運
搬
用
坑
内
軌
道
跡
や
鉱
石
搬
送
用
台
車
が
残
さ
れ
、
一
九
二
八
年
ま
で

搬
送
作
業
に
使
用
さ
れ
た
四
〇
頭
の
た
め
の
レ
ン
ガ
で
内
装
さ
れ
た
馬
小

屋
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
形
で
保
存
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
ス

イ
ス
の
会
社
に
よ
る
排
水
ポ
ン
プ
設
備
が
備
わ
っ
た
部
屋
な
ど
が
残
さ
れ

て
お
り
、
一
九
世
紀
の
炭
鉱
の
歴
史
的
な
施
設
や
展
示
を
み
る
こ
と
が
で

き
た
︵
写
真

︶。

16

L
e
v
e
l
320
の
地
下
坑
道
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の

炭
鉱
の
展
示
場
で
あ
り
一
二
〇
〇

の
長
さ
が
あ
り
、
一
九
六
七
年
か
ら

m

の
実
験
鉱
山
で
あ
っ
た
M
-300
を
引
き
継
い
だ
大
規
模
な
近
代
的
な
炭

鉱
施
設
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
一
九
一
四
年
の
二
シ
リ
ン
ダ
ー
の
電
気
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
設
置
さ
れ
た
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
室
や
見
学
者
へ
の
最
大

の
呼
び
物
で
あ
る
実
際
の
石
炭
鉱
脈
へ
の
A
lp
in
a
掘
削
機
や
剪
断
機
、

コ
ン
ベ
ア
ー
の
模
擬
運
転
な
ど
迫
力
あ
る
実
演
を
見
学
し
た
。
ま
た
歓
迎

会
や
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
使
用
で
き
る
地
下
の
大
規
模
な
ホ
ー
ル
も
あ

り
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
︵
同
写
真

︶。

16

次
い
で
訪
れ
た
、
現
在
、
鉱
山
業
遺
産
公
園
と
な
っ
て
い
る
ク
ィ
ー
ン
・

ル
イ
ー
ゼ
炭
鉱
は
、
一
七
九
一
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
国
営
と
し
て
最
初
に
設

立
さ
れ
た
当
時
の
最
大
規
模
の
鉱
山
で
あ
り
、
鉱
山
労
働
者
か
ら
�
シ
レ

ジ
ア
工
業
の
父
	
と
呼
ば
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
王

妃
ル
イ
ー
ゼ
の
名
前
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
同
炭
鉱
は
、
長
き
に
わ

た
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
か
つ
最
新
鋭
の
炭
鉱
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一

七
九
五
年
に
は
最
初
の
排
水
用
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
、
一
八
七
〇
年
代
以

降
に
は
最
新
鋭
の
削
岩
機
や
電
動
式
ド
リ
ル
な
ど
の
炭
鉱
技
術
が
導
入
さ

れ
た
が
、
一
九
七
三
年
に
は
採
掘
を
止
め
た
。
一
九
九
三
年
、
堅
坑
櫓
・

地
下
坑
道
や
蒸
気
機
関
を
備
え
た
機
械
室
の
建
物
は
、
産
業
遺
産
に
登
録
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さ
れ
炭
鉱
博
物
館
の
一
部
と
し
て
�
野
外
民
族
鉱
山
博
物
館
	︵
O
p
e
n
-a
ir

E
th
n
o
g
ra
p
h
ic
M
in
in
g
M
u
se
u
m
︶
と
な
っ
た
。

ク
ィ
ー
ン
・
ル
イ
ー
ゼ
野
外
民
族
鉱
山
博
物
館
は
、
地
上
部
分
と
地
下

坑
道
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
地
上
部
の
巻
き
上
げ
式
の
二
五

堅
坑
櫓
や
一

m

九
一
五
年
か
ら
運
転
し
て
い
る
最
大
級
の
二
シ
リ
ン
ダ
ー
蒸
気
機
関
に
よ

る
模
擬
運
転
が
最
大
の
�
見
せ
物
	
で
あ
り
、
実
際
、
迫
力
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
︵
写
真

︶。
地
下
坑
道
に
は
、
延
べ
約
二

に
及
ぶ

17

k
m

見
学
者
コ
ー
ス
が
あ
り
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
今
日
ま
で
の
炭
鉱

に
関
す
る
歴
史
的
に
多
様
な
技
術
や
機
械
・
道
具
が
展
示
さ
れ
、
坑
内
軌

道
・
ト
ロ
ッ
コ
の
搬
送
施
設
や
、
ま
た
鉱
脈
へ
の
堀
進
・
採
炭
機
な
ど
の

採
掘
機
械
や
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
な
ど
の
実
演
も
行
な
わ
れ
た
。
実
際

の
見
学
ツ
ア
ー
は
三
時
間
で
あ
る
が
、
見
学
時
間
の
制
約
か
ら
駆
け
足
の

視
察
と
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
掘
削
機
や
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー

の
実
演
に
は
圧
倒
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
ク
ィ
ー
ン
・
ル
イ
ー
ゼ
炭
鉱
に
は
、
一
七
九
九
年
か
ら
一

八
六
三
年
に
か
け
て
ホ
ジ
ュ
ー
フ
の
キ
ン
グ
鉱
山
と
の
間
に
鉱
石
と
石
炭

を
運
ぶ
た
め
の
一
四

に
及
ぶ
地
下
水
路
が
建
設
さ
れ
、
一
八
一
〇
年

k
m

頃
か
ら
は
グ
リ
ヴ
ィ
ツ
ェ
︵
G
liw
ice︶
の
製
鉄
所
と
の
地
下
の
石
炭
水
路

も
開
通
し
、四
隻
の
ボ
ー
ト
が
一
六

の
石
炭
を
運
搬
し
た
。
そ
こ
に
は
、

t

三
つ
の
港
と
五
つ
の
側
線
が
あ
り
、
水
路
の
壁
は
木
、
石
、
レ
ン
ガ
で
作

ら
れ
、
高
さ
二
・
五

、
幅
は
一
・
五

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一

m

m

九
五
三
年
に
解
体
さ
れ
埋
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
地
下
水
路
は
、
現
在
、
観

光
客
用
と
し
て
開
放
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。こ

う
し
て
一
八
世
紀
中
頃
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
・
ド
イ
ツ
帝
国
領
下
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で
豊
富
な
鉱
山
資
源
に
支
え
ら
れ
、
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
鉱
工

業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
ザ
ブ
ジ
ェ
は
、
鉱
山
資
源
の
枯
渇
や
一
九
八
九

年
の
民
主
化
後
に
お
け
る
自
由
経
済
の
進
展
を
推
進
す
る
た
め
に
産
業
転

換
を
図
る
一
方
で
、
衰
退
し
た
炭
鉱
が
ザ
ブ
ジ
ェ
の
歴
史
や
文
化
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
と
し
て
保
存
し
、�
産
業
観
光
	
へ
の
活
用
を
試
み
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
二
〇
〇
三
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
観
光
協
会
や
政
府
観

光
局
か
ら
�
ザ
ブ
ジ
ェ

産
業
観
光
都
市
	
に
認
定
さ
れ
、
シ
レ
ジ
ア
の

代
表
的
な
�
産
業
観
光
都
市
	
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

夕
刻
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
建
設
さ
れ
た
カ
ト
ブ
ィ
ツ
ェ
︵
k
a
to
w
ice︶

の
鉱
山
労
働
者
の
共
同
住
居
ニ
キ
シ
ュ
ビ
ェ
ツ
︵
N
ik
isz
o
w
ie
c︶
を
見

学
し
た
︵
写
真

︶。
こ
の
ニ
キ
シ
ュ
ビ
ェ
ツ
は
、
一
九
〇
八
年
～
一
五
年

18

に
か
け
に
炭
鉱
労
働
者
の
共
同
住
居
・
ア
パ
ー
ト
と
し
て
建
設
さ
れ
、
約

一
〇
〇
年
前
の
伝
統
的
な
シ
レ
ジ
ア
様
式
を
示
す
ユ
ニ
ー
ク
な
労
働
者
住

宅
で
あ
り
、
世
界
遺
産
登
録
へ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
日
、
約
七
〇

〇
〇
名
が
居
住
し
て
お
り
、
一
九
九
七
年
に
は
遺
産
保
存
会
の
保
護
の
下

で
産
業
遺
産
の
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
共
同
住
宅
は
ア
パ
ー
ト
と
と
し

て
の
住
居
用
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
教
育
上
の
会
議
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
家
族
で
の
パ
ー
テ
ィ
、
さ
ら
に
は
旅
行
客
へ
の
宿
泊
や
長

期
滞
在
者
へ
の
施
設
と
し
て
も
貸
し
出
し
、
ア
ッ
パ
ー
・
シ
レ
ジ
ア
の
伝

統
と
文
化
を
伝
え
る
�
観
光
施
設
	
と
し
て
の
活
用
を
見
い
だ
そ
う
と
し

て
い
る
。

七
日
夜
半
に
、
旧
市
街
が
世
界
遺
産
で
あ
る
古
都
ク
ラ
ク
フ
︵
K
ra
-

k
o
w
︶
に
到
着
し
、
ユ
ダ
ヤ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ユ
ダ
ヤ
料
理
と
独
特
の
物
悲

し
い
メ
ロ
デ
ィ
の
ユ
ダ
ヤ
音
楽
を
聞
な
が
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
フ
ェ
ア

ウ
ェ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
た
。
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こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
ポ
ス
ト
・
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー
の
印
象
は
、

第
一
に
、
内
容
的
に
は
一
八
世
紀
中
頃
以
降
に
シ
レ
ジ
ア
を
領
有
し
た
プ

ロ
イ
セ
ン
王
国
・
ド
イ
ツ
帝
国
時
代
に
進
展
し
た
工
業
化
に
お
け
る
産
業

遺
産
で
あ
り
、
オ
ル
ゼ
ー
の
亜
麻
織
物
工
場
、
ヤ
ポ
ジ
ナ
・
シ
ロ
ン
ス
カ

の
鉄
道
施
設
、オ
ジ
メ
キ
の
鉄
製
つ
り
橋
、サ
ブ
ジ
ェ
の
炭
鉱
な
ど
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
産
業
革
命
が
シ
レ
ジ
ア
に
伝
播
し
た
こ
と
を
示
す
文
化
的
・

歴
史
的
価
値
を
有
す
る
遺
産
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
シ
レ
ジ
ア
産
業
・

鉄
道
博
物
館
で
の
機
関
車
や
転
車
台
に
お
け
る
動
態
保
存
、
ザ
ブ
ジ
ェ
で

の
地
下
坑
道
の
見
学
ツ
ア
ー
に
お
け
る
炭
鉱
機
械
や
蒸
気
機
関
の
動
態
保

存
は
、
規
模
や
迫
力
の
点
で
日
本
で
は
な
か
な
か
み
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。

第
二
に
、
シ
レ
ジ
ア
で
炭
鉱
を
中
心
に
多
く
の
産
業
遺
産
が
残
っ
た
の

は
、
皮
肉
に
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
帰
属
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
主

義
政
権
下
に
お
い
て
も
、
従
来
の
機
械
設
備
の
多
く
が
長
く
使
用
・
維
持

さ
れ
た
こ
と
、ま
た
一
九
八
九
年
の
民
主
化
以
後
の
市
場
経
済
化
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
石
炭
鉱
業
な
ど
の
競
争
力
の
脆
弱
性
が
露
呈

し
、
産
業
・
地
域
が
急
速
に
衰
退
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
よ
う
に
思
え
る
。

し
か
し
、
第
三
に
、
一
九
八
九
年
以
降
に
こ
れ
ら
産
業
遺
産
が
破
壊
さ

れ
ず
保
存
さ
れ
た
の
は
、
G
e
rb
e
r
教
授
な
ど
の
地
道
な
活
動
や
行
政
へ

の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
産
業
遺

産
を
保
存
し
�
産
業
観
光
	︵
産
業
遺
産
の
世
界
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
世
界

遺
産
登
録
に
よ
る
観
光
客
の
誘
致
は
そ
れ
を
象
徴
︶
に
活
用
し
都
市
再
生

の
一
環
を
担
う
役
割
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
地

道
な
努
力
は
、
産
業
遺
産
の
活
用
・
利
用
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
教
育
活

動
や
人
々
の
地
域
へ
の
誇
り
を
高
め
、
地
域
社
会
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
急
速
に
衰
退
す
る
鉱
工
業
都
市
の

雇
用
・
人
口
流
失
を
く
い
止
め
、
地
域
社
会
の
再
生
に
繋
が
る
と
考
え
ら

れ
る
。

最
後
に
、
G
e
rb
e
r
教
授
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
去
る
に
あ
た
っ
て
私
た
ち

に
ユ
ダ
ヤ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ユ
ダ
ヤ
音
楽
を
聞
か
せ
た
い
と
思
っ
た
意
図
は

な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

も
ち
ろ
ん
、
教
授
の
思
い
を
し
る
よ
し
も

な
い
が
、
教
授
は
最
後
に
私
た
ち
に
な
に
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
か
の
�
負
の
世
界
遺
産
	
と
も
な
っ
た
�
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ィ
ツ
＝
ビ
ル

ケ
ウ
ナ
収
容
所
	
は
、
ク
ラ
ク
フ
か
ら
わ
ず
か
三
～
四
〇

、
普
通
列

k
m

車
で
も
一
時
間
余
り
の
距
離
に
あ
る
。

注︵

︶
一
九
八
九
年
�
東
欧
革
命
	
後
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
共
和

1
国
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
四
カ
国
を
�
中
欧
	
と
い
う
表

現
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
旧
東
欧
と

呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

︵

︶
T
IC
C
IH
で
は
、�
産
業
遺
産
は
歴
史
的
、
技
術
的
、
社
会
的
、
建

2
築
的
、
あ
る
い
は
科
学
的
価
値
の
あ
る
産
業
文
化
の
遺
物
か
ら
な
る
	

︵
ニ
ジ
ニ
ー
タ
ル
憲
章
、
T
IC
C
IH
産
業
遺
産
憲
章
︶
と
定
義
し
て

い
る
。
産
業
遺
産
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
平
井
東
幸
・
種
田

明
・
堤
一
郎
編
著
*
初
心
者
の
た
め
の
産
業
考
古
学
入
門

産
業
遺

産
を
歩
こ
う
+
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

︵

︶
ザ
ク
セ
ン
は
、
古
く
は
九
世
紀
フ
ラ
ン
ク
王
国
カ
ー
ル
大
帝
に
征

3
服
さ
れ
た
ザ
ク
セ
ン
部
族
の
子
孫
で
あ
る
リ
ウ
ド
ル
フ
家
の
ハ
イ
ン

リ
ヒ
一
世
が
、
九
二
九
年
マ
イ
セ
ン
に
城
壁
を
設
置
し
、
後
に
神
聖
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ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
と
な
る
そ
の
子
で
あ
る
オ
ッ
ト
ー
一
世
が
こ
こ
に

辺
境
地
と
し
て
辺
境
伯
を
設
け
、
一
〇
八
九
年
に
は
ヴ
ェ
テ
ィ
ン
家

が
正
式
に
辺
境
伯
と
な
っ
た
。
他
方
、
オ
ッ
ト
ー
一
世
は
北
方
ザ
ク

セ
ン
︵
現
在
の
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
︶
を
ビ
ル
ン
グ
家
に
ザ
ク
セ
ン

辺
境
伯
︵
後
に
ザ
ク
セ
ン
公
︶
を
授
与
し
統
治
を
ま
か
せ
た
が
、
ビ

ル
ン
グ
家
が
絶
え
て
か
ら
は
、
ザ
ク
セ
ン
公
を
め
ぐ
る
継
承
者
問
題

が
絶
え
な
か
っ
た
。
一
三
五
六
年
に
選
帝
公
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た

ザ
ク
セ
ン
公
に
継
承
者
が
絶
え
る
と
、
一
四
二
三
年
に
ヴ
ェ
テ
ィ
ン

家
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
の
地
位
を
獲
得
す
る
。
ヴ
ェ
テ
ィ
ン
家
の
兄

弟
で
の
継
承
争
い
が
行
な
わ
れ
る
が
、
ド
レ
ス
デ
ン
に
居
城
を
定
め

た
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
の
孫
モ
ー
リ
ッ
ツ
が
一
五
四
七
年
に
ザ
ク
セ
ン
選

帝
公
の
地
位
を
奪
取
し
、
さ
ら
に
一
六
九
四
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ア
ウ
グ
ス
ト
一
世
選
帝
公
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
を
兼
ね
る
な
ど
一
八
世

紀
中
頃
ま
で
、
ザ
ク
セ
ン
公
国
は
繁
栄
期
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

︵

︶
シ
レ
ジ
ア
の
産
業
遺
産
に
関
し
て
は
、
当
日
、
配
布
資
料
以
外
に

4
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
イ
ェ
ジ
・
ル
コ
ン
フ
ス
キ
、
フ
ベ
ル
ト
・

サ
ヴ
ァ
ツ
キ
著
︵
河
野
肇
訳
︶
*
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
版
世
界
各
国
史

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
+
創
土
社
、
二
〇
〇
七
年
等
を
、
ま
た
、
プ
ロ
イ

セ
ン
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
メ
ア
リ
ー
・
ブ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
︵
高
野
有

限
・
高
野
淳
訳
︶*
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
版
世
界
各
国
史

ド
イ
ツ
の
歴
史
+

創
土
社
、
二
〇
〇
五
年
等
を
参
照
し
た
。
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